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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板と、
　導電板に設けられ、スイッチ操作に応じて変位する変位部と、
　前記回路基板上に配置され、長手方向が前記変位部の長手方向に対して傾斜した角度で
配置されたバーアンテナと、
を備え、
　前記導電板と前記変位部との間には、その両方を連結する連結部が設けられ、
　前記連結部は、前記バーアンテナの長手方向における略中心部に対応する位置に配置さ
れていることを特徴とするモジュール。
【請求項２】
　回路基板と、
　連結部を含む導電板に設けられ、スイッチ操作に応じて変位する変位部と、
　前記回路基板上に配置されたバーアンテナと、
を備え、
　平面視で前記連結部の両隣りに位置し、前記バーアンテナの両端部に対応する箇所が開
口していることを特徴とするモジュール。
【請求項３】
　回路基板と、
　導電板に設けられ、スイッチ操作に応じて変位する変位部と、
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　前記回路基板上に配置され、長手方向が前記変位部の長手方向に対して傾斜した角度で
配置されたバーアンテナと、
を備え、
　前記導電板は、平面視において前記バーアンテナの両端部と重ならないように配置され
、
　前記バーアンテナは、前記変位部に沿って配置され、
　前記変位部は、前記バーアンテナの中心軸の延長線上に配置されていないことを特徴と
するモジュール。
【請求項４】
　回路基板と、
　導電板に設けられ、スイッチ操作に応じて変位する変位部及び前記回路基板をハウジン
グに取り付けるフック部と、
　前記回路基板上に配置されたバーアンテナと、
を備え、
　前記バーアンテナの中心軸の延長線上に前記変位部及び前記フック部が配置されていな
いことを特徴とするモジュール。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載のモジュールにおいて、前記バーアンテナが配置
された前記回路基板の一面側には、平面視で前記バーアンテナを避けた位置に、電池、圧
力センサ、および磁気センサが配置されていることを特徴とするモジュール。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれかに記載されたモジュールを備えていることを特徴とする
時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  この発明は、腕時計、携帯電話機、携帯情報端末機などの電子機器に用いられるモジュ
ールおよびそれを備えた時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
  例えば、腕時計においては、特許文献１に記載されているように、腕時計ケースの上部
開口部を時計ガラスで閉塞し、腕時計ケースの下部開口部を金属製の裏蓋で閉塞し、この
腕時計ケース内に、バーアンテナを搭載した時計モジュールを組み込んだ構成のものが知
られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１７５８４６号公報
【０００４】
  このような腕時計は、腕時計ケースを金属製の外ケースとこの外ケースの内側に配置さ
れた合成樹脂製の内ケースとで構成し、この内ケースによって外ケースと裏蓋とを電気的
に絶縁することにより、合成樹脂製の内ケースによって時計モジュールに搭載されたバー
アンテナを金属製の外ケースから十分に離して、バーアンテナの受信感度を向上させるよ
うに構成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
  しかしながら、このような腕時計では、時計モジュールの外周部における複数箇所にス
イッチ部のスイッチ操作に応じて撓み変形する複数の金属製の板ばねが配置され、これら
複数の板ばねのいずれかがバーアンテナの長手方向に配置されていると、バーアンテナに
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生じる磁界が板ばねによって妨げられるため、バーアンテナの受信感度が低下するという
問題がある。
【０００６】
  この発明が解決しようとする課題は、導電性の変位部による電波障害を軽減させて、ア
ンテナの受信感度の低下を防ぐことができるモジュールおよびそれを備えた時計を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、回路基板と、導電板に設けられ、スイッチ操作に応じて変位する変位部と
、前記回路基板上に配置され、長手方向が前記変位部の長手方向に対して傾斜した角度で
配置されたバーアンテナと、を備え、前記導電板と前記変位部との間には、その両方を連
結する連結部が設けられ、前記連結部は、前記バーアンテナの長手方向における略中心部
に対応する位置に配置されていることを特徴とするモジュールである。
【発明の効果】
【０００８】
  この発明によれば、変位部による電波障害を軽減させることができ、これによりアンテ
ナの受信感度の低下を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を腕時計に適用した一実施形態を示した拡大正面図である。
【図２】図１に示された腕時計に組み込まれる時計モジュールを示した拡大平面図である
。
【図３】図２に示された時計モジュールの拡大裏面図である。
【図４】図２に示された時計モジュールのＡ－Ａ矢視において、その一部を断面で示した
拡大側図である。
【図５】図４に示された回路基板を示した拡大裏面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
  以下、図１～図５を参照して、この発明を腕時計に適用した一実施形態について説明す
る。
  この腕時計は、図１に示すように、腕時計ケース１を備えている。この腕時計ケース１
の１２時側と６時側とには、時計バンド（図示せず）を取り付けるためのバンド取付部２
が設けられている。この腕時計ケース１の３時側には、時刻修正などのスイッチ動作をす
る竜頭などのスイッチ装置３が設けられている。
【００１１】
  また、この腕時計ケース１の２時側、４時側、８時側、１０時側には、図１に示すよう
に、押釦スイッチ４がそれぞれ設けられており、この腕時計ケース１の６時側には、上面
スイッチ５が設けられている。また、この腕時計ケース１の９時側には、図１および図３
に示すように、高度計用の圧力センサ６が設けられており、この腕時計ケース１の１２時
側には、水深用の圧力センサ７が設けられている。
【００１２】
  一方、この腕時計ケース１の内部には、図２～図４に示すように、時計モジュール８が
設けられている。この時計モジュール８は、上部ハウジング１０と下部ハウジング１１と
回路基板１２と導電板である地板１３とを備えている。上部ハウジング１０には、時計ム
ーブメント（図示せず）、表示装置１４、および照明装置１５が搭載されており、この上
部ハウジング１０の上面には、文字板１６が配置されている。
【００１３】
  時計ムーブメントは、時刻指示機能と副表示機能とを備えている。この場合、時刻指示
機能は、図１に示すように、その表示領域が文字板１６のほぼ全域に亘って設けられてい
る。副表示機能は、方位を示すレトログラード機能であり、その表示領域が文字板１６の
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３時側から６時側に亘ってほぼ扇形状に設けられている。
【００１４】
  また、この時計ムーブメントは、複数のステップモータおよび輪列機能（いずれも図示
せず）を備え、図２および図４に示すように、輪列機能の指針軸１７ａと副針軸１８ａと
が、文字板１６の貫通孔１６ａ、１６ｂを通して文字板１６の上方にそれぞれ突出するよ
うに構成されている。
【００１５】
  この場合、時計ムーブメントの時刻指示機能は、図２および図４に示すように、文字板
１６の中央部に設けられた貫通孔１６ａを通して上方に突出した指針軸１７ａの上端部に
、秒針、分針、時針などの指針１７が取り付けられ、この指針１７が文字板１６の上方を
運針するように構成されている。これにより、時刻指示機能は、図１に示すように、指針
１７が文字板１６の外周に設けられた時字１６ｃを指示して、時刻を文字板１６のほぼ全
域に亘る領域内で指示表示するように構成されている。
【００１６】
  また、この時計ムーブメントのレトログラード機能は、図２および図４に示すように、
文字板１６のほぼ５時側に設けられた貫通孔１６ｂを通して上方に突出した副針軸１８ａ
の上端部に、副針である小針１８が取り付けられ、この小針１８が文字板１６の副表示部
１９の上方で１２時方向を中心に左右方向に振れるように構成されている。これにより、
レトログラード機能は、図１に示すように、小針１８が文字板１６の３時側から６時側に
亘るほぼ扇形状の領域内において、方位を指示表示するように構成されている。
【００１７】
  また、上部ハウジング１０の表示装置１４は、図１および図２に示すように、文字板１
６の１２時側に横長に配置されている。この表示装置１４は、図４に示すように、表示パ
ネル１４ａとバックライト１４ｂとを備え、これらが上部ハウジング１０の表示収納部１
０ａ内に配置されている。この表示装置１４は、図１に示すように、表示パネル１４ａに
表示された情報が文字板１６の１２側に設けられた横長の表示窓部１６ｄを通して腕時計
ケース１の上方から見えるように構成されている。
【００１８】
  この場合、表示パネル１４ａは、図１、図２および図４に示すように、液晶表示パネル
であり、時刻や曜日、日付などの情報を電気光学的に表示するように構成されている。バ
ックライト１４ｂは、表示パネル１４ａを裏面側から照明することにより、表示パネル１
４ａに表示された情報が鮮明に見えるように構成されている。また、照明装置１５は、図
２および図４に示すように、ＬＥＤなどの発光素子であり、上部ハウジング１０の６時側
に配置され、文字板１６の上面側を照明するように構成されている。
【００１９】
  また、下部ハウジング１１には、図３および図４に示すように、釦型の電池２０を収納
する電池収納部１１ａおよびアンテナ２１を収納するアンテナ収納部１１ｂが設けられて
いる。この場合、電池収納部１１ａは、下部ハウジング１１のほぼ５時側に円形状に設け
られている。アンテナ収納部１１ｂは、下部ハウジング１１の７時側に長方形状に設けら
れている。
【００２０】
  また、この下部ハウジング１１の下面には、図３および図４に示すように、導電板であ
る金属製の地板１３が配置されている。この地板１３には、下部ハウジング１１の電池収
納部１１ａ内に配置された電池２０を押える電極板１３ａが設けられている。また、この
地板１３には、回路基板１２の電極端子（図示せず）に接触する基板接続部１３ｂと、腕
時計ケース１の下部に取り付けられる裏蓋（図示せず）に接触する蓋接続部１３ｃと、が
設けられている。
【００２１】
  さらに、この地板１３の外周部には、図３および図４に示すように、複数のフック部２
２が上方に突出して設けられている。複数のフック部２２は、下部ハウジング１１の下面
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に地板１３が配置された状態で、下部ハウジング１１上に回路基板１２が配置され、この
回路基板１２上に上部ハウジング１０が配置された際に、これらの外周面に沿って上側に
延び、この延びた上端部の係止孔２２ａが、上部ハウジング１０の外周面に設けられた複
数の突起部１０ｂにそれぞれ係合するように構成されている。
【００２２】
  これにより、地板１３は、図３および図４に示すように、下部ハウジング１１、回路基
板１２、上部ハウジング１０が重ね合わされた際に、複数のフック部２２の各係止孔２２
ａが、上部ハウジング１０の外周面に設けられた複数の突起部１０ｂにそれぞれ係合する
ことにより、下部ハウジング１１、回路基板１２、および上部ハウジング１０を一体的に
組み付けるように構成されている。
【００２３】
  回路基板１２は、図３～図５に示すように、上部ハウジング１０と下部ハウジング１１
との間に配置されるように構成されている。この回路基板１２の下面（図５では表面）に
は、アンテナ２１、磁気センサ２４、第１コネクタ２５、第２コネクタ２６が設けられて
いるほか、コンデンサ２７などの各種の電子部品が設けられている。
【００２４】
  アンテナ２１は、図３および図５に示すように、バーアンテナであり、棒状に形成され
たコアと、このコアに巻き付けられたコイル（いずれも図示せず）と、を備え、コアの長
手方向における一端部２１ａ側から他端部２１ｂ側に向けて磁界が発生するように構成さ
れている。このアンテナ２１は、回路基板１２の下面（図５では表面）における７時側に
位置する箇所に、８時側から６時側に向けて傾いた状態で配置されている。
【００２５】
  この場合、アンテナ２１は、図３および図５に示すように、下部ハウジング１１の電池
収納部１１ａ内に収納された電池２０からできるだけ離れた状態で、かつ下部ハウジング
１１の電池収納部１１ａ内に収納された電池２０の接線方向とほぼ平行な方向に沿った状
態で、回路基板１２の下面（図５では表面）に配置されている
【００２６】
  磁気センサ２４は、レトログラード機能の方位を検出するためのものであり、図５に示
すように、アンテナ２１から最も離れた位置、例えば回路基板１２の下面（図５では表面
）における１１時側に配置されている。第１コネクタ２５は、高度計用の圧力センサ６が
接続されるものであり、回路基板１２の下面における９時側に配置されている。第２コネ
クタ２６は、水深用の圧力センサ７が接続されるものであり、回路基板１２の下面におけ
る１２時側に配置されている。
【００２７】
  また、回路基板１２の外周部には、図５に示すように、複数の接点端子２８が複数の押
釦スイッチ４および上面スイッチ５にそれぞれ対応して設けられている。すなわち、複数
の接点端子２８は、回路基板１２の外周部における２時側、４時側、６時側、８時側、お
よび１０時側にそれぞれ設けられている。
【００２８】
  この場合、地板１３の外周部には、図３に示すように、回路基板１２の外周部に設けら
れた複数の接点端子２８にそれぞれ接離可能に接触する複数の変位部である複数の金属製
の板ばね３０が設けられている。これら複数の板ばね３０は、複数の接点端子２８と同様
、複数の押釦スイッチ４および上面スイッチ５それぞれに対応して設けられている。
【００２９】
  すなわち、これら複数の板ばね３０それぞれは、図３に示すように、地板１３の外周部
から回路基板１２の外周面に向けて突出し、この突出した端部から回路基板１２の外周面
に沿って延び、この延びた先端部３０ａが複数の接点端子２８それぞれに接離可能に接触
するように構成されている。
【００３０】
  これにより、複数の板ばね３０は、図３に示すように、複数の押釦スイッチ４および上
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面スイッチ５それぞれのスイッチ操作に応じて撓み変形し、この撓み変形した複数の板ば
ね３０の各先端部３０ａが回路基板１２の外周面に設けられた複数の接点端子２８それぞ
れに接触することにより、スイッチ動作するように構成されている。
【００３１】
  ところで、アンテナ２１は、図４に示すように、その上下方向の位置が回路基板１２の
外周に配置された複数の板ばね３０の上下方の位置と対応する位置に配置されている。こ
のアンテナ２１は、図３および図５に示すように、その一端部２１ａ側を回路基板１２の
８時側に向け、他端部２１ｂ側を回路基板１２の６時側に向けた状態で、回路基板１２の
７時側に位置する箇所に傾いて配置されている。
【００３２】
  この場合、アンテナ２１は、図３に示すように、回路基板１２の７時側に傾いて配置さ
れる際に、８時側の押釦スイッチ４に対応して７時側から８時側に向けて配置された板ば
ね３０に沿った状態で、アンテナ２１の一端部２１ａが８時側の板ばね３０の先端部３０
ａ側に向けて配置されている。また、アンテナ２１の中心軸２１ｃの延長線上に板ばね３
０が配置されていない。
【００３３】
  すなわち、このアンテナ２１は、図３において、その一端部２１ａ側から他端部２１ｂ
側に向けて磁界が発生することにより、８時側の押釦スイッチ４に対応する板ばね３０に
よってアンテナ２１に発生する磁界が妨げられない状態で、回路基板１２の７時側に傾い
て配置されている。
【００３４】
  この場合、８時側の押釦スイッチ４に対応する板ばね３０と地板１３との間には、図３
に示すように、板ばね３０と地板１３とを連結する連結部３１が設けられている。この連
結部３１は、幅の狭い帯板状に形成され、８時側の押釦スイッチ４に対応する板ばね３０
に沿うアンテナ２１の長手方向における中心部に対応した状態で、アンテナ２１に発生す
る磁界をほぼ直角に横切って回路基板１２の外周部に延びるように構成されている。
【００３５】
  すなわち、この連結部３１は、図３に示すように、地板１３の外周部からアンテナ２１
の長手方向における中心部に対応する箇所を通り、回路基板１２の７時側の外周部に向け
て延び、この延びた端部に板ばね３０が設けられた構成になっている。これにより、連結
部３１は、アンテナ２１に発生する磁界を妨げないように構成されている。
【００３６】
  また、連結部３１の両側に位置する箇所の地板１３には、図３に示すように、アンテナ
２１に対する重なりを避けるための逃げ部３２が設けられている。これにより、アンテナ
２１の近傍に位置する地板１３は、逃げ部３２によってアンテナ２１に対する重なりを防
いで、アンテナ２１に発生する磁界を妨げないように構成されている。
【００３７】
  さらに、アンテナ２１は、図３に示すように、その長手方向における他端部２１ｂが６
時側に位置するフック部２２と６時側に位置して上面スイッチ５に対応する板ばね３０と
の間に対応した状態で、配置されている。この場合、６時側に位置するフック部２２と６
時側の上面スイッチ５に対応する板ばね３０とは、所定間隔をもって離れた状態で配置さ
れている。
【００３８】
  これにより、アンテナ２１は、図３に示すように、その中心軸２１ｃの延長線が、６時
側に位置するフック部２２と６時側の上面スイッチ５に対応する板ばね３０との間に位置
した状態で配置されている。つまり、アンテナ２１の中心軸２１ｃの延長線上に板ばね３
０またはフック部２２が配置されていない。このため、アンテナ２１は、その他端部２１
ｂ側に発生する磁界が６時側に位置するフック部２２と６時側の上面スイッチ５に対応す
る板ばね３０とによって妨げられないように構成されている。
【００３９】
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  次に、このような腕時計における時計モジュール８の作用について説明する。
  この時計モジュール８では、上部ハウジング１０の上面に配置された文字板１６のほぼ
全域の領域に時計ムーブメントの時刻指示機能が配置され、この文字板１６の３時側から
６時側に亘る扇形状の領域に時計ムーブメントのレトログラード機能が配置されている。
【００４０】
  このため、この時計モジュール８では、時刻指示機能の指針１７が文字板１６の上方の
ほぼ全域で運針して時刻を指示するので、時刻の指示表示が見やすい。また、レトログラ
ード機能の小針１８が文字板１６の３時側から６時側に亘る扇形状の広い領域内で１２時
方向を中心に左右に大きく振れるので、小針１８による方位の指示が見やすい。
【００４１】
  この場合、レトログラード機能は、その副表示部１９が文字板１６の３時側から６時側
に亘る扇形状の広い面積で設けられていることにより、副表示部１９が見やすく、かつ小
針１８を長く形成することができる。このため、小針１８の視認性が向上する共に、小針
１８によってユーザが直感的に方位指示を視認することができるので、小針１８による方
位指示が、より一層、見やすくなる。
【００４２】
  また、この時計モジュール８では、表示装置１４がレトログラード機能の副表示部１９
の表示領域を妨げないように、１２時側に配置されていることにより、レトログラード機
能の小針１８が表示装置１４の表示領域に重なることがないため、表示装置１４の設置領
域を広くして表示パネル１４ａの表示面積を広くし、これにより表示パネル１４ａに表示
された情報が見やすくなっている。
【００４３】
  また、この時計モジュール８では、９時側に高度計用の圧力センサ６が設けられ、１２
時側に水深用の圧力センサ７が設けられていることにより、高度計用の圧力センサ６で高
度や気圧を検出することができると共に、水深用の圧力センサ７で水深や水圧を検出する
ことができるので、アウトドアにおける幅広い活動ができる。
【００４４】
  さらに、この時計モジュール８では、下部ハウジング１１に電池２０を収納する電池収
納部１１ａを２時側から６時側に亘る５時側に円形状に設け、回路基板１２の下面におけ
る７時側にアンテナ２１を配置した。このため、アンテナ２１は、電池収納部１１ａから
十分な距離を離して配置されていると共に、表示装置１４による電波障害を受けないよう
に、表示装置１４からも大きく離れた位置に配置されている。
【００４５】
  この場合、アンテナ２１は、図３に示すように、その一端部２１ａ側を回路基板１２の
８時側に向け、他端部２１ｂ側を回路基板１２の６時側に向けた状態で、回路基板１２の
７時側に位置する箇所に傾いて配置されている。このため、アンテナ２１は、下部ハウジ
ング１１の電池収納部１１ａ内に収納された電池２０から十分な距離を離して設置するこ
とができる。
【００４６】
  また、このアンテナ２１は、図３に示すように、下部ハウジング１１の電池収納部１１
ａ内に収納された電池２０に対する接線方向とほぼ平行な方向に沿って配置されているこ
とにより、アンテナ２１に発生する磁界が電池２０の影響を受け難くし、電池２０による
電波障害が生じないように設置されている。
【００４７】
  さらに、この時計モジュール８では、アンテナ２１が回路基板１２の７時側に位置する
箇所に傾いて配置されていることにより、回路基板１２の８時側と６時側とに位置する外
周部に板ばね３０がそれぞれ配置されていても、これらの板ばね３０によるアンテナ２１
の電波障害が軽減されている。
【００４８】
  すなわち、アンテナ２１は、その長手方向が８時側の押釦スイッチ４に対応する板ばね
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３０に沿った状態で、アンテナ２１の一端部２１ａが８時側の板ばね３０の先端部３０ａ
側に向けて配置されている。これにより、アンテナ２１は、８時側に位置する板ばね３０
がアンテナ２１に発生する磁界を妨げないため、８時側に位置する板ばね３０によるアン
テナ２１の電波障害が軽減される。
【００４９】
  この場合、８時側に位置する板ばね３０は、下部ハウジング１１の下面に配置される金
属製の地板１３に連結部３１によって連結されているが、この連結部３１がアンテナ２１
の電波障害を起こさないように配置されている。すなわち、この連結部３１は、幅の狭い
帯板状に形成され、８時側に位置する板ばね３０に沿うアンテナ２１の長手方向における
中心部に対応した状態で、アンテナ２１に発生する磁界を横切って配置されている。この
ため、アンテナ２１は、連結部３１によるアンテナ２１の電波障害が軽減される。
【００５０】
  また、金属製の地板１３には、アンテナ２１に対する重なりを避けるための逃げ部３２
が設けられていることにより、アンテナ２１に対する地板１３の重なりよるアンテナ２１
の電波障害が軽減される。さらに、アンテナ２１は、その中心軸２１ｃの延長線が地板１
３の６時側に設けられたフック部２２と地板１３の６時側に設けられた他の板ばね３０と
の間に位置した状態で、回路基板１２に配置されている。このため、アンテナ２１は、フ
ック部２２と他の板ばね３０とによる電波障害が軽減される。
【００５１】
  このように、この腕時計の時計モジュール８によれば、回路基板１２の外周に沿って配
置され、スイッチ操作に応じて変位する金属製の板ばね３０と、回路基板１２上に、板ば
ね３０に沿った状態で一端部２１ａが板ばね３０の先端部３０ａ側に向けて配置されたア
ンテナ２１と、を備えていることにより、金属製の板ばね３０による電波障害を軽減させ
ることができ、これによりアンテナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００５２】
  すなわち、この時計モジュール８では、アンテナ２１が板ばね３０に沿って配置されて
いるので、アンテナ２１に発生する磁界を金属製の板ばね３０に沿って発生させることが
できる。このため、アンテナ２１の一端部２１ａを板ばね３０の先端部３０ａ側に向けて
配置しても、板ばね３０によるアンテナ２１の電波障害を軽減させることができるので、
アンテナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００５３】
  この場合、アンテナ２１は、棒状に形成されたコアと、このコアに巻き付けられたコイ
ルと、を備えたバーアンテナであり、コアの長手方向における一端部２１ａ側から他端部
２１ｂ側に向けて磁界が発生する構成であるから、アンテナ２１がその一端部２１ａから
他端部２１ｂに向けて磁界を発生する際に、アンテナ２１を板ばね３０に沿って配置させ
ることにより、アンテナ２１に発生する磁界が金属製の板ばね３０によって妨げられない
ようにすることができる。
【００５４】
  また、この時計モジュール８では、アンテナ２１を搭載する回路基板１２を挟んで保持
する上部ハウジング１０および下部ハウジング１１と、回路基板１２を上部ハウジング１
０と下部ハウジング１１との間に挟んで取り付ける導電板である地板１３と、を備え、こ
の地板１３に板ばね３０が設けられていることにより、上部ハウジング１０と下部ハウジ
ング１１との間に回路基板１２を配置した状態で、下部ハウジング１１の下面に地板１３
を配置することにより、回路基板１２の外周に板ばね３０を配置することができる。
【００５５】
  すなわち、地板１３は、その外周部に複数の板ばね３０と複数のフック部２２とが設け
られた構成であるから、下部ハウジング１１、回路基板１２、上部ハウジング１０を重ね
合わせた状態で、下部ハウジング１１の下面に地板１３を配置すると、複数の板ばね３０
が回路基板１２の外周に配置された状態で、複数のフック部２２が上部ハウジング１０の
外周面に設けられた複数の突起部１０ｂそれぞれに係合することにより、下部ハウジング
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１１、回路基板１２、および上部ハウジング１０を一体的に組み付けることができる。
【００５６】
  この場合、この時計モジュール８では、導電板である地板１３と板ばね３０との間に、
その両方を連結する連結部３１が設けられ、この連結部３１が幅の狭い帯板状に形成され
、板ばね３０に沿うアンテナ２１の長手方向における中心部に対応した状態で、アンテナ
２１の磁界を横切って配置されていることにより、アンテナ２１の長手方向における中心
部に連結部３１を対応させて配置しても、連結部３１によるアンテナ２１の電波障害を軽
減することができ、これによってもアンテナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００５７】
  また、この時計モジュール８では、導電板である金属製の地板１３に、アンテナ２１に
対する重なりを避けるための逃げ部３２が設けられていることにより、アンテナ２１に対
する地板１３の重なりによる電波障害を軽減することができるので、これによってもアン
テナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００５８】
  さらに、この時計モジュール８では、アンテナ２１の中心軸２１ｃの延長線が地板１３
の６時側に設けられたフック部２２と地板１３の６時側に設けられた他の板ばね３０との
間に位置した状態で、回路基板１２に配置されていることにより、フック部２２と他の板
ばね３０とによるアンテナ２１の電波障害を軽減することができるので、これによっても
アンテナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００５９】
  この場合、この時計モジュール８では、アンテナ２１がその一端部２１ａ側を回路基板
１２の８時側に向け、他端部２１ｂ側を回路基板１２の６時側に向けた状態で、回路基板
１２の７時側に位置する箇所に傾いて配置されていることにより、回路基板１２の外周部
の複数箇所にそれぞれ金属製の板ばね３０が配置されていても、これら複数の板ばね３０
による電波障害がほとんど生じないようにすることができる。
【００６０】
  すなわち、この時計モジュール８では、アンテナ２１を回路基板１２における７時側に
位置する箇所に配置しても、地板１３に設けられた複数の板ばね３０および地板１３によ
るアンテナ２１の電波障害を軽減することができるので、アンテナ２１を回路基板１２に
おける７時側に位置する箇所に良好に設置することができる。
【００６１】
  このため、この時計モジュール８では、アンテナ２１を回路基板１２における７時側に
傾けて設置していることにより、このアンテナ２１を避けた位置に、時計ムーブメント、
表示装置１４、電池２０、高度計用の圧力センサ６、水深用の圧力センサ７、および磁気
センサ２４などの各種の部品を効率良く設置することができる。
【００６２】
  すなわち、この時計モジュール８では、電池２０がアンテナ２１の近傍に位置する５時
側に配置されていても、電池２０を収納する下部ハウジング１１の電池収納部１１ａから
十分な距離を離してアンテナ２１を配置することができると共に、下部ハウジング１１の
電池収納部１１ａの接線方向とほぼ平行な方向に沿った状態でアンテナ２１を配置するこ
とができるので、電池２０によるアンテナ２１の電波障害を軽減することができ、これに
よってもアンテナ２１の受信感度の低下を防ぐことができる。
【００６３】
  また、この時計モジュール８では、高度計用の圧力センサ６を９時側に配置し、水深用
の圧力センサ７を１２時側に配置し、磁気センサ２４を１１時側に配置することにより、
これらがアンテナ２１に電波障害を起こさないように、効率良く設置することができる。
【００６４】
  さらに、この時計モジュール８では、表示装置１４をアンテナ２１から最も離れた回路
基板１２の１２時側に設置することができるので、表示装置１４の設置領域を広くして表
示パネル１４ａの表示面積を広くすることができ、これにより表示パネル１４ａに表示さ



(10) JP 6842643 B2 2021.3.17

10

20

30

40

50

れた情報を見やすくすることができる。
【００６５】
  このため、この時計モジュール８では、上部ハウジング１０の上面に配置された文字板
１６のほぼ全域の領域に時計ムーブメントの時刻指示機能の表示領域を配置し、この文字
板１６の３時側から６時側に亘る扇形状の領域に時計ムーブメントのレトログラード機能
の表示領域を、表示装置１４の表示領域に重なることなく配置することができる。
【００６６】
  これにより、この時計モジュール８では、時刻指示機能の指針１７を文字板１６の上方
のほぼ全域で運針させて時刻を指示させることができ、時刻の指示表示を見やすくするこ
とができる。また、レトログラード機能では、小針１８が文字板１６の３時側から６時側
に亘る扇形状の広い領域内で１２時方向を中心に左右に大きく振れるので、小針１８によ
る方位指示を見やすくすることができる。
【００６７】
  この場合、レトログラード機能は、その副表示部１９を表示装置１４の表示領域に重な
ることがなく、文字板１６の３時側から６時側に亘る扇形状に広い面積で設けることがで
き、これにより副表示部１９を見やすくし、かつ小針１８を長く形成することができる。
このため、小針１８の視認性を向上させることができると共に、小針１８によってユーザ
が直感的に方位指示を視認することができるので、小針１８による方位指示を、より一層
、見やすくすることができる。
【００６８】
  なお、上述した実施形態では、時計ムーブメントの副表示機構として、方位を指示する
レトログラード機能を設けた場合について述べたが、この発明はこれに限らず、例えば、
潮の満ち引き、または月の満ち欠けなどの情報を表示する副表示機能を設けても良い。
【００６９】
  また、上述した実施形態では、アンテナ２１が板ばね３０に沿って配置されているが、
板ばね３０に沿って配置されていなくても良く、回路基板１２の外周に沿って配置されて
いれば良い。また、上述した実施形態では、アンテナ２１を回路基板１２における７時側
に位置する箇所に配置しているが、これに限らず、回路基板１２の外周に沿って配置され
ていれば良く、例えば、アンテナ２１を回路基板１２における５時側に位置する箇所に配
置する等、アンテナ２１の一端部２１ａが３時又は９時の方向に向けて配置され、他端部
２１ｂが６時又は１２時の方向に向けて配置されていても良い。
【００７０】
  さらに、上述した実施形態では、腕時計に適用した場合について述べたが、必ずしも腕
時計である必要はなく、例えば、トラベルウオッチ、目覚まし時計、置き時計、掛け時計
などの各種の時計に適用することができる。また、この発明は必ずしも時計である必要は
なく、例えば、携帯電話機、携帯情報端末機などの電子機器にも広く適用することができ
る。
【００７１】
  以上、この発明の一実施形態について説明したが、この発明は、これに限られるもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである。
  以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００７２】
（付記）
  請求項１に記載の発明は、回路基板と、前記回路基板の外周に沿って配置され、スイッ
チ操作に応じて変位する導電性の変位部と、前記回路基板上に、前記回路基板の外周に沿
った状態で一端部が３時または９時の方向に向けて配置され、他端部が６時または１２時
の方向に向けて配置されたアンテナと、を備えていることを特徴とするモジュールである
。
【００７３】
  請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のモジュールにおいて、前記アンテナは、棒
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状に形成されたコアと、前記コアに巻き付けられたコイルと、を備え、前記コアの長手方
向における一端部側から他端部側に向けて磁界が発生することを特徴とするモジュールで
ある。
【００７４】
  請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のモジュールにおいて、前記
回路基板が配置されるハウジングと、前記回路基板を前記ハウジングに取り付けるための
導電板と、を備え、前記導電板に前記変位部が設けられていることを特徴とするモジュー
ルである。
【００７５】
  請求項４に記載の発明は、請求項３に記載のモジュールにおいて、前記導電板は、前記
回路基板を前記ハウジングに取り付けるためのフック部を備え、前記アンテナの中心軸の
延長線上に前記変位部または前記フック部が配置されていないことを特徴とするモジュー
ルである。
【００７６】
  請求項５に記載の発明は、請求項３または請求項４に記載のモジュールにおいて、前記
導電板と前記変位部との間には、その両方を連結する連結部が設けられ、前記連結部は、
前記変位部に沿う前記アンテナの長手方向における中心部に対応した状態で、前記アンテ
ナの磁界を横切って配置されていることを特徴とするモジュールである。
【００７７】
  請求項６に記載の発明は、請求項３～請求項５のいずれかに記載のモジュールにおいて
、前記導電板には、前記アンテナに対する重なりを避けるための逃げ部が設けられている
ことを特徴とするモジュールである。
【００７８】
  請求項７に記載の発明は、請求項３～請求項６のいずれかに記載のモジュールにおいて
、前記導電板には、前記ハウジングに係止されて前記回路基板を前記ハウジングに取り付
けるためのフック部と、前記フック部に隣接して配置された他の変位部とが、前記アンテ
ナの長手方向の他端部側に対応して設けられ、前記アンテナは、その中心軸の延長線が前
記フック部と前記他の変位部との間に位置した状態で、前記回路基板に配置されているこ
とを特徴とするモジュールである。
【００７９】
  請求項８に記載の発明は、請求項１～請求項７のいずれかに記載のモジュールにおいて
、前記アンテナは、前記一端部側を前記回路基板の８時側に向け、前記他端部側を前記回
路基板の６時側に向けた状態で、前記回路基板の７時側に位置する箇所に傾いて配置され
ていることを特徴とするモジュールである。
【００８０】
  請求項９に記載の発明は、請求項１～請求項８のいずれかに記載のモジュールにおいて
、前記アンテナが配置された前記回路基板の一面側には、前記アンテナを避けた位置に、
電池、圧力センサ、および磁気センサが配置されていることを特徴とするモジュールであ
る。
【００８１】
  請求項１０に記載の発明は、請求項１～請求項９のいずれかに記載のモジュールにおい
て、前記アンテナが配置された前記回路基板の他面側には、時刻指示機能および副表示機
能を備えたムーブメントと、情報を電気光学的に表示する表示装置とが、配置され、前記
副表示機能と前記表示装置とが前記アンテナを避けた位置に配置されていることを特徴と
するモジュールである。
【００８２】
  請求項１１に記載の発明は、請求項１～請求項１０のいずれかに記載されたモジュール
を備えていることを特徴とする時計である。
【符号の説明】
【００８３】
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  １  腕時計ケース
  ４  押釦スイッチ
  ５  上面スイッチ
  ６、７  圧力センサ
  ８  時計モジュール
  １０  上部ハウジング
  １１  下部ハウジング
  １１ａ  電池収納部
  １１ｂ  アンテナ収納部
  １２  回路基板
  １３  地板
  １４  表示装置
  １６  文字板
  １７  指針
  １８  小針
  １９  副表示部
  ２０  電池
  ２１  アンテナ
  ２１ａ  一端部
  ２１ｂ  他端部
  ２２  フック部
  ２４  磁気センサ
  ２８  接点端子
  ３０  板ばね
  ３０ａ  先端部
  ３１  連結部
  ３２  逃げ部
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